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 今回のくろゆり通信では、1月15日に行われた大鹿小６年による砂防堰堤銘板のお披露目

式についてと、今月終った工事のお礼の挨拶及び、新たに始まった工事の紹介をします。 

「裏面もご覧下さい。」 

 砂防堰堤完成時には通常、

堰堤名がわかるように銘板

を作成し現地に表示するの

ですが、今回は施工業者（大

協建設）から地元の大鹿小

学校６年生に依頼し、卒業記

念として堰堤名の文字を生

徒一人一人に１文字ずつ書

いてもらいました。書いても

らった文字は、現地で採取さ

れた自然石に彫り銘板としま

した。 

 銘板を書いた小学生の一人に話

を聞くと「一生残る文字なので、自

分の持っている力を精一杯出して

書きました。」と答えていました。 

 堰堤はそこに住む人々を水害から守ってくれます。書いてある文字を見ると一人ひ

とり一生懸命に取り組んだのが分かります。みんなの思いのこもったこの堰堤は必

ず、村人を守ってくれるはずです。そしてこの持社沢砂防堰堤は大鹿村の村民たち

から愛される素晴らしい堰堤になったのではないかと思います。 

 大鹿村小学校6年生のみんなは学校の習字の授業を使い綺麗でかっこいい字を書く練習をしていました。生徒がイ

ンタビューで言っていた通り今回石に書いた字は一生消えません。将来、持社沢堰堤に来た時今日の事を思い出し

児童5人と担任の先生の絆はなくならないのではと思います。 
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小池建設株式会社は、総合建設業で地域の発展に貢献す

る建設会社です。熟練の技術と誠心誠意の心をもって、最新

の工法と発想で事業の完成と新しい生活環境を創造します。 

確かな技術と実績で躍進します 

本社TEL  0265-28-8100 

現場代理人 
石黒良光 

主任技術者 
藤本賢太郎 

                                                                                                                             

                                                                                                                             

工 事 内 容 

・ただいま丸太を運び込める

ように堰堤内の伐採をしてお

ります。 

 安全第一・無事

故無災害を目標

に施工しておりま

すので、よろしく

お願いします。 

 小渋川管内砂防事業は昭和12年（1937年）から本格的に始まり今

年で79年になります。 
 そのため砂防施設の多くは老朽化が心配される為、整備・点検を

行い状況を確認しています。 
当社では点検業者と協力し、より安全に効率良く点検ができる

ような施設作りをおこなっております。 

・このような箇所を上り下

り出来るよう丸太で階段

を作ります。 
 
・丸太は当社の環境方針

に基づき長野県産材間

伐材を利用します。 
 

平成 25 年度 天竜川水系 
持社沢砂防堰堤工事 

現場代理人 
古田 章 

監理技術者 
古屋敷 康博 

 平成26年3月より開始した砂防堰堤工事が本年1月を

もって完成いたしました。 
 地質条件・気象条件等厳しい環境のなか無事故・無

災害で工事を終了することができました。この間、地元

の皆様には大変お世話になり感謝いたします。 
 また、先日行われた銘板お披露目式で御協力して頂

きました大鹿小学校の皆様、小渋川砂防ステーション

の皆様方には、お力添えくださいましたことを厚くお礼

申しあげます。 
 ありがとうございました。 
 

持社沢砂防堰堤 

大鹿村役場 

国道152号線 

<環境方針> 
当社は美しい信州・飯田を背

景に育てられた企業として、

みどりと心豊かな地域づくり
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